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特集3 FITを見据えた地域活性化の可能性——日本型DMOによる「マーケティング」と「観光品質の向上」に向けて

の
三
つ
を
掲
げ
た
。
二
〇
一
二
年
度
は

か
か
る
三
つ
の
解
決
策
の
う
ち
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
の
拡
大
に
焦
点
を
絞
り
調
査
を

続
け
る
こ
と
と
し
、
二
〇
一
二
年
十
二
月

に
は
ア
ジ
ア
八
地
域
の
海
外
旅
行
経
験
者

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、「
ア

ジ
ア
８
地
域
・
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意

向
調
査
」
レ
ポ
ー
ト
（
以
下
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」）
を
発
表
し
た
。
Ｄ
Ｂ

Ｊ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
は
、
日
本

の
有
す
る
豊
か
な
観
光
資
源
を
背
景
と

し
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
観
光
地

と
し
て
の
人
気
の
高
さ
が
裏
付
け
ら
れ
た

（
表
１
）。

一
方
、
日
本
の
観
光
地
と
し
て
の
人
気

は
高
い
が
、
必
ず
し
も
国
・
地
域
へ
の
経

済
効
果
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う

声
も
多
く
聞
か
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

が
進
む
観
光
関
連
産
業
に
お
い
て
、
わ
が

国
・
地
域
が
い
か
に
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
。
そ
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
増
加
に
よ
り

地
域
経
済
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
に

は
ど
う
す
べ
き
か
と
い
っ
た
問
題
意
識
に

基
づ
き
、
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）

三
月
、「
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
発
展
す

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
︱
日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
注
１
）
に
よ
る
﹃
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
﹄
と

﹃
観
光
品
質
向
上
﹄
に
向
け
て
」
と
題
す

る
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
た
。
以
下
は
同

報
告
書
の
内
容
に
基
づ
き
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
を
背
景
に
観
光
客
の
国
内
需
要

の
拡
大
が
見
込
み
難
い
な
か
、
わ
が
国
の

地
域
の
視
点
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

推
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
可
能
性
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

観
光
関
連
産
業
を
地
域
の

重
要
産
業
と
し
て
捉
え
る

国
内
旅
行
に
お
い
て
旅
行
形
態
が
団

体
か
ら
個
人
へ
移
行
し
、
そ
の
嗜
好
も
多

様
化
・
細
分
化
す
る
な
か
で
、
観
光
の
位

置
づ
け
は
、
物
見
遊
山
で
は
な
く
、
そ
の

土
地
な
ら
で
は
の
本
物
や
異
文
化
体
験

を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
観
光

庁
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
住
ん
で
よ
し
、
訪

れ
て
よ
し
の
国
づ
く
り
」
と
い
う
理
念
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
国
内
観
光
も
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
も
変
わ
ら
な
い
。
住
ん
で
い
る

人
々
が
魅
力
を
感
じ
な
い
地
域
に
は
誰
も

訪
れ
て
み
た
い
と
思
わ
な
い
し
、
そ
こ
で

暮
ら
す
子
供
た
ち
も
将
来
は
そ
の
土
地
を

離
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
近
視
眼
的
な

観
光
振
興
策
で
は
な
く
、
自
ら
の
地
域
に

誇
り
を
持
っ
て
そ
の
地
域
の
素
材
に
磨
き

を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
価
値
観
を

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）
三
月

十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

っ
て
、
観
光
関
連
産
業
も
ま
た
甚
大
な

影
響
を
被
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た

環
境
変
化
を
踏
ま
え
、
株
式
会
社
日
本

政
策
投
資
銀
行
で
は
二
〇
一
二
年
（
平
成

二
十
四
年
）
二
月
、「
宿
泊
旅
行
を
中
心

と
し
た
観
光
の
課
題
と
展
望
」
と
題
す
る

報
告
書
を
発
表
し
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

に
直
面
す
る
わ
が
国
の
観
光
関
連
産
業
の

課
題
の
解
決
策
と
し
て
、

・
国
内
需
要
の
喚
起

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
拡
大

・
宿
泊
旅
行
関
連
産
業
の
体
質
強
化
と

需
給
調
整

Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
見
据
え
た

地
域
活
性
化
の
可
能
性

―
―
日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」と

「
観
光
品
質
の
向
上
」に
向
け
て

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行 

地
域
企
画
部
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事
役
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主
任
研
究
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表1  国・地域別の旅行嗜好「海外旅行ならどこへ行きたいですか」

出所：株式会社日本政策投資銀行「アジア8地域・訪日外国人旅行者の意向調査」（2012年12月）
注1：調査方法はインターネットによる調査（実施時期：2012年10月18日～10月30日）。

調査対象者は20～59歳の男女、かつ、海外旅行経験者。上位5項目については網掛けで表示。
注2：全体のサンプル数は4,052であるが、「旅行したい国・地域」と「回答者の国・地域」が重複している場合（例えば韓国、香港等）、

当該国・地域の回答はサンプル数から除いている。

 全体 韓国 北京 上海 台湾 香港 タイ マレーシア インドネシア

 4052* 500 500 500 500 500 525 527 500

希望 希望 希望 希望 希望 希望 希望 希望 希望具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

具体的
検討

日本	 47%	 27%	 29%	 14%	 44%	 30%	 47%	 31%	 63%	 24%	 55%	 41%	 48%	 30%	 52%	 26%	 41%	 15%

オーストラリア	 43%	 18%	 54%	 15%	 56%	 30%	 55%	 25%	 37%	 4%	 43%	 25%	 21%	 9%	 45%	 21%	 37%	 14%

スイス	 38%	 10%	 47%	 9%	 50%	 14%	 41%	 11%	 39%	 2%	 35%	 18%	 26%	 8%	 41%	 13%	 28%	 6%

韓国	 38%	 20%	 -	 -	 43%	 23%	 40%	 23%	 26%	 5%	 41%	 26%	 31%	 19%	 47%	 26%	 36%	 15%

アメリカ	 37%	 12%	 33%	 10%	 49%	 18%	 46%	 18%	 44%	 7%	 28%	 15%	 19%	 8%	 37%	 11%	 36%	 9%

フランス	 36%	 10%	 43%	 9%	 47%	 15%	 42%	 16%	 34%	 2%	 31%	 15%	 19%	 8%	 39%	 10%	 30%	 5%

ニュージーランド	 34%	 11%	 40%	 8%	 40%	 15%	 41%	 15%	 37%	 4%	 32%	 16%	 17%	 6%	 44%	 17%	 21%	 5%

イギリス	 34%	 10%	 37%	 7%	 41%	 14%	 36%	 10%	 32%	 2%	 32%	 18%	 23%	 10%	 38%	 15%	 33%	 7%

香港	 34%	 15%	 32%	 10%	 44%	 22%	 45%	 26%	 33%	 8%	 -	 -	 20%	 10%	 34%	 18%	 29%	 12%

イタリア	 32%	 8%	 34%	 6%	 44%	 13%	 38%	 10%	 31%	 2%	 28%	 12%	 17%	 6%	 36%	 10%	 28%	 5%

ハワイ	 31%	 8%	 45%	 8%	 45%	 17%	 42%	 14%	 29%	 3%	 28%	 11%	 10%	 4%	 31%	 6%	 18%	 2%

カナダ	 29%	 8%	 39%	 9%	 42%	 14%	 36%	 10%	 36%	 7%	 26%	 13%	 8%	 3%	 30%	 4%	 19%	 3%

台湾	 28%	 15%	 12%	 3%	 41%	 16%	 40%	 22%	 -	 -	 43%	 29%	 10%	 2%	 41%	 27%	 12%	 3%

ドイツ	 28%	 7%	 33%	 5%	 41%	 11%	 35%	 10%	 27%	 2%	 29%	 13%	 14%	 5%	 28%	 7%	 18%	 3%

シンガポール	 28%	 12%	 22%	 6%	 38%	 18%	 36%	 16%	 30%	 4%	 33%	 18%	 20%	 11%	 20%	 11%	 23%	 17%

中国本土	 28%	 14%	 19%	 10%	 -	 -	 -	 -	 39%	 14%	 30%	 18%	 23%	 12%	 36%	 20%	 18%	 7%

スペイン	 26%	 6%	 33%	 6%	 34%	 9%	 30%	 8%	 24%	 1%	 30%	 13%	 10%	 4%	 28%	 7%	 22%	 3%

タイ	 26%	 11%	 19%	 5%	 31%	 10%	 28%	 12%	 22%	 4%	 30%	 15%	 -	 -	 24%	 13%	 27%	 15%

オーストリア	 22%	 5%	 28%	 4%	 31%	 7%	 26%	 6%	 23%	 1%	 20%	 9%	 11%	 3%	 21%	 5%	 15%	 2%

マカオ	 21%	 8%	 13%	 2%	 33%	 12%	 33%	 15%	 21%	 4%	 27%	 15%	 8%	 3%	 23%	 9%	 11%	 2%

その他欧州諸国	 18%	 4%	 22%	 3%	 17%	 3%	 16%	 4%	 19%	 2%	 23%	 10%	 9%	 3%	 21%	 4%	 19%	 4%

マレーシア	 18%	 7%	 11%	 2%	 24%	 8%	 25%	 9%	 17%	 2%	 25%	 14%	 9%	 3%	 -	 -	 15%	 8%

ベトナム	 14%	 4%	 16%	 3%	 13%	 3%	 12%	 2%	 15%	 2%	 17%	 8%	 14%	 7%	 18%	 7%	 8%	 3%

グアム	 14%	 2%	 29%	 5%	 13%	 4%	 14%	 3%	 25%	 2%	 20%	 6%	 1%	 0%	 7%	 1%	 2%	 0%

中東諸国（ドバイなど）	 13%	 4%	 10%	 2%	 14%	 3%	 14%	 3%	 11%	 1%	 15%	 9%	 4%	 1%	 17%	 6%	 20%	 9%

インドネシア	 12%	 4%	 13%	 2%	 16%	 4%	 14%	 3%	 12%	 2%	 9%	 3%	 6%	 3%	 18%	 9%	 -	 -

インド	 11%	 3%	 17%	 2%	 15%	 3%	 10%	 3%	 10%	 1%	 13%	 4%	 7%	 3%	 13%	 4%	 5%	 1%

中南米諸国	 10%	 2%	 16%	 2%	 14%	 3%	 11%	 2%	 9%	 1%	 12%	 6%	 2%	 1%	 11%	 1%	 8%	 1%

フィリピン	 10%	 3%	 17%	 6%	 12%	 4%	 15%	 3%	 12%	 2%	 6%	 2%	 3%	 1%	 14%	 4%	 5%	 1%

アフリカ諸国	 8%	 2%	 12%	 2%	 12%	 3%	 10%	 1%	 7%	 1%	 10%	 5%	 2%	 1%	 8%	 2%	 4%	 1%

海外旅行はしたくない	 2%	 	 1%	 	 0%	 	 0%	 	 3%	 	 1%	 	 7%	 	 1%	 	 1%	

その他	 2%	 1%	 2%	 1%	 0%	 0%	 1%	 0%	 1%	 0%	 0%	 0%	 4%	 3%	 2%	 1%	 3%	 2%

回答者➡

サンプル数➡

➡旅行したい国・地域
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特集3 FITを見据えた地域活性化の可能性——日本型DMOによる「マーケティング」と「観光品質の向上」に向けて

有
す
る
観
光
客
が
時
間
を
共
有
す
る
た

め
に
そ
の
土
地
を
訪
れ
る
。
交
流
人
口
と

滞
在
時
間
が
増
加
す
れ
ば
、
そ
の
地
域
に

お
金
が
落
ち
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
外

国
人
観
光
客
で
あ
れ
ば
外
貨
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
。　

観
光
関
連
産
業
に
は
、
地
域
外
か
ら

お
金
を
稼
ぎ
税
収
や
所
得
増
を
も
た
ら

す
経
済
効
果
と
、
労
働
集
約
型
の
新
た

な
仕
事
を
生
み
出
す
雇
用
効
果
が
あ
り
、

そ
の
特
徴
か
ら
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
（
注
２
）

し
づ
ら
い
分
野
で
あ
る
。
人
口
規
模
の
小

さ
な
地
域
に
お
い
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
国
内
外
で
勝
負
で
き
る
重
要
産
業
と

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
意
識
し
て
の

観
光
振
興

観
光
関
連
産
業
は
、
旅
行
業
、
宿
泊

業
に
加
え
て
、
運
輸
業
、
飲
食
業
、
農
業
、

小
売
業
な
ど
裾
野
の
広
い
産
業
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
行
政
側
も
住
民
側
も
こ
れ
ま

で
観
光
関
連
産
業
を
明
確
に
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
捉
え
る
意
識
は
乏
し
か
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
官
民
に
よ
る
観
光
振
興
の
取

り
組
み
は
日
本
全
国
で
幅
広
く
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
地
域
活
性
化
に
よ
る
経
済
効

果
や
地
域
内
で
の
資
金
循
環
、
地
方
税
収

の
確
保
、
住
民
の
所
得
や
生
活
水
準
の
向

上
な
ど
、
具
体
的
に
地
域
全
体
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
意
識
で
観
光
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な

い
。
わ
が
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
考

え
た
場
合
、「
国
内
需
要
の
減
少
に
よ
り

客
足
が
落
ち
込
ん
で
き
た
の
で
外
国
人
を

誘
客
し
て
み
よ
う
」
と
い
っ
た
安
易
な
発

想
で
は
、
短
期
的
な
誘
客
増
に
つ
な
が
っ

た
と
し
て
も
、
長
続
き
さ
せ
る
こ
と
は
難

し
い
。
地
元
客
や
国
内
客
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
観
光
地
で
は
、

外
国
人
観
光
客
も
満
足
感
が
得
ら
れ
ず
、

中
長
期
的
な
リ
ピ
ー
タ
ー
や
口
コ
ミ
に
よ

る
新
規
需
要
の
誘
発
な
ど
は
期
待
で
き
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
と
い
っ
て
も
出

身
国
・
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
特
性
や
関
心

事
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
お
い
て
も
、
ア
ジ
ア
八
地
域

で
日
本
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
や
関
心
事
は
異

な
る
し
、
訪
日
経
験
の
有
無
に
よ
っ
て
も

日
本
旅
行
に
求
め
る
内
容
が
変
化
す
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
取
り
組
む
際

は
、
外
国
人
観
光
客
を
一
く
く
り
に
せ
ず
、

自
ら
の
地
域
の
特
性
・
観
光
資
源
を
十

分
に
把
握
し
た
上
で
、
国
・
地
域
別
、
訪

日
経
験
別
な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
酌
み
取
り
、

観
光
客
と
し
て
誘
客
し
た
い
客
層
に
応

じ
た
戦
略
的
な
市
場
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

外
国
人
観
光
客
も

団
体
か
ら
個
人
へ

現
在
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
七
～

八
割
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
来
日
客
で
あ
る
が
、

一
部
の
国
・
地
域
の
富
裕
層
を
除
く
と
、

彼
ら
の
海
外
旅
行
ス
タ
イ
ル
は
ま
だ
国
民

に
一
般
化
さ
れ
た
ば
か
り
の
黎れ

い

明め
い

期
や
成

長
期
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ガ
イ
ド
付

き
の
団
体
旅
行
で
東
京
～
大
阪
間
の
い
わ

ゆ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
を
短
期
間
で
横

断
す
る
の
が
中
心
で
、
個
人
旅
行
で
日
本

各
地
を
自
由
自
在
に
周
遊
す
る
外
国
人

観
光
客
は
ま
だ
少
数
派
で
あ
る
。

今
後
、
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
が
進
展

し
、
国
民
の
所
得
水
準
が
向
上
す
れ
ば
、

さ
ら
に
ア
ジ
ア
か
ら
世
界
へ
の
海
外
旅
行

は
一
般
的
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
海

外
旅
行
は
成
長
期
か
ら
成
熟
期
へ
と
移
行

し
、
自
分
の
お
気
に
入
り
の
場
所
を
個
人

旅
行
で
何
度
も
訪
れ
る
傾
向
が
ま
す
ま

す
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
日
本
の

地
域
は
、
目
先
の
ガ
イ
ド
付
き
団
体
ツ
ア

ー
に
ば
か
り
目
を
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

来
る
べ
き
特
定
目
的
の
個
人
旅
行
時
代
を

見
据
え
た
取
り
組
み
や
準
備
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

個
人
ニ
ー
ズ
に
対
応
可
能
な

地
域
の
観
光
力
ア
ッ
プ

Ｄ
Ｂ
Ｊ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、

海
外
旅
行
全
般
に
対
す
る
考
え
と
し
て

「
少
人
数
で
旅
行
し
た
い
」「
毎
回
違
っ
た

所
へ
旅
行
し
た
い
」
と
い
う
意
向
が
強
く

出
て
い
る
（
図
１
）。
ま
た
、
日
本
へ
の
旅

行
形
態
は
、
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四

年
）
十
月
時
点
で
は
、
引
き
続
き
ガ
イ
ド

付
き
パ
ッ
ク
旅
行
を
望
む
層
が
多
数
派
で

あ
っ
た
が
、訪
日
経
験
が
増
す
ご
と
に（
リ

ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
ほ
ど
に
）
自
由
度
の
高

い
旅
行
形
態
を
希
望
す
る
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
日
本
の
観
光
地
・
地
域
名
は
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
や
北
海
道
が
有
名
だ
が
、

訪
日
経
験
二
回
以
上
の
リ
ピ
ー
タ
ー
に
は

そ
れ
以
外
の
観
光
地
や
地
域
名
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
南
北
に
長
く
自

然
景
観
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
や
多
様
な
食
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事
が
楽
し
め
る
こ
と
、
衛
生
的
で
治
安
が

良
い
こ
と
な
ど
再
訪
を
促
し
や
す
い
強
み

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
観
光
資
源
が
飽
き

ら
れ
な
い
よ
う
に
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
絶

え
ず
差
異
化
や
品
質
の
向
上
を
意
識
し

た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

地
域
を
ま
と
め

新
た
な
市
場
を

創
造
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」が
必
要

わ
が
国
で
は
地
域
に
お
け
る
観
光
関
連

産
業
を
振
興
す
る
主
体
と
し
て
、
都
道
府

県
／
市
町
村
単
位
で
設
置
さ
れ
る
観
光

協
会
や
商
工
会
、
温
泉
旅
館
組
合
等
が

存
在
す
る
が
、
こ
う
し
た
団
体
の
多
く
は

観
光
地
に
関
す
る
情
報
発
信
・
提
供
を
行

う
主
体
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
会
員
組
織

に
関
す
る
情
報
が
中
心
と
な
り
が
ち
で
あ

る
。
近
年
で
は
、
観
光
圏
の
形
成
や
広
域

の
観
光
振
興
団
体
の
組
織
化
が
進
み
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
間
の
利
害
調
整
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
欧
州
諸
国
に

お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
よ
う
な
地
域
全
体
の
持

続
的
発
展
、
観
光
品
質
の
向
上
な
ど
を
志

向
し
た
組
織
的
取
り
組
み
（
観
光
資
源

の
評
価
や
利
害
関
係
の
調
整
な
ど
）
を
行

っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。　
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
と
い
う
新
領
域
に

お
い
て
、
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
発
展

す
る
、
持
続
可
能
な
観
光
関
連
産
業
を

営
む
た
め
に
は
、
日
々
変
化
す
る
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争

環
境
下
で
も
勝
ち
残
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
や
観
光
品
質
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
既
存
の
観
光
協
会
や
商

工
会
な
ど
を
包
含
し
、
行
政
と
連
携
し
つ

つ
地
域
の
観
光
資
源
を
総
合
的
に
取
り
ま

と
め
、
新
た
な
市
場
を
創
造
す
る
こ
と
の

で
き
る
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
、
日
本

型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
戦
略
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
（
国
内
客
を
含
む
）
の
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
国
レ
ベ
ル
か
ら
地

域
レ
ベ
ル
の
も
の
ま
で
事
業
領
域
の
大
き

さ
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
想
定
さ
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、そ
の
成
功
の
カ
ギ
は
「
理

念
の
共
有
」「
人
材
の
育
成
・
活
用
」
お

よ
び
「
資
金
調
達
」
で
あ
る
。
名
誉
職
や

短
期
間
で
異
動
し
て
し
ま
う
職
員
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
は
な
く
、

・
利
害
関
係
者
を
ま
と
め
る
こ
と
の
で

き
る
経
営
担
当

図1  海外旅行全般に対する考え
         「どのような海外旅行スタイルを望んでいますか」

出所：株式会社日本政策投資銀行「アジア8地域・訪日外国人旅行者の意向調査」（2012年12月）
注：サンプル数、調査方法等は図表1と同じ。

Aに近い ややAに近い ややBに近い Bに近いどちらでもない
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B	大勢で旅行したい
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・
新
規
市
場
の
創
造
が
で
き
る
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
担
当

・
行
政
と
の
連
携
や
財
務
運
営
の
で
き

る
管
理
担
当

・
地
元
の
魅
力
や
海
外
の（
発
地
側
の
）

ニ
ー
ズ
を
よ
く
知
る
ブ
ラ
ン
ド
担
当

な
ど
の
プ
ロ
の
人
材
を
融
合
し
、
息
の

長
い
取
り
組
み
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
内
の
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

地
域
外
や
海
外
の
人
材
を
活
用
で
き
れ
ば
、

よ
り
多
角
的
な
視
野
で
観
光
地
・
観
光
ル

ー
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
可
能
と
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
力
を
引
き
出
す

日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ

日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
観
光

庁
が
支
援
す
る
「
観
光
地
域
づ
く
り
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
た

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
観
光

地
域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
は
、

着
地
型
旅
行
商
品
の
販
売
を
行
う
た
め
、

地
域
内
の
着
地
型
旅
行
商
品
の
提
供
者
と

市
場
（
旅
行
会
社
、
旅
行
者
）
を
つ
な
ぐ

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
担

う
事
業
体
の
こ
と
で
あ
り
、
持
続
的
な
収

益
の
確
保
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
点
は
同

様
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
超

え
て
、
経
営
の
視
点
か
ら
地
域
を
総
合
的

に
取
り
ま
と
め
、
新
た
な
市
場
を
創
造
す

る
役
割
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
（
図
２
）。

日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
新
た
に
設
立
す

る
に
せ
よ
、
既
存
の
組
織
を
発
展
さ
せ

る
に
せ
よ
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
と
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
か
か
る
資
金
調
達
が
必

要
と
な
る
。
海
外
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
資
金

調
達
を
公
的
セ
ク
タ
ー
の
み
に
依
存
せ

ず
、
自
主
財
源
の
確
保
に
よ
り
弾
力
的

な
資
金
支
出
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目

立
つ
。
日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
も
、
基
礎
と
な
る

資
金
は
国
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
で
あ
る
が
、
経
営
の
自
由
度
や

弾
力
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
活
動
を
行
う
た
め
に
も
、
独
自

の
収
益
活
動
に
よ
る
運
営
資
金
の
確
保
や
、

民
間
企
業
と
の
連
携
、
金
融
機
関
と
の
協

働
、
基
金
の
設
立
な
ど
に
よ
る
多
様
な
資

金
調
達
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
金
融
機
関

に
お
い
て
は
、
個
別
企
業
と
の
取
引
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
全
体
の
底
上
げ
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
意
識
し
た
投
融
資
等
を
行
う

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
本
稿
は
主
に
地
域
の
視
点
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推
進
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
前
提
と
し
た
内
容
で
あ
る

が
、
国
内
の
旅
行
客
の
需
要
喚
起
に
お

い
て
も
、
基
本
的
な
取
り
組
み
の
方
向

性
は
変
わ
ら
な
い
。
自
ら
の
地
域
の
素
材

に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
価

値
観
を
有
す
る
観
光
客
が
時
間
を
共
有

す
る
た
め
に
そ
の
土
地
を
訪
れ
る
。
そ
れ

は
日
本
人
、
外
国
人
を
問
わ
ず
変
わ
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
こ
ば
や
し　

た
か
ひ
ろ
）

15 特集◉アジアのFIT客を地域へ呼び込む
特集3 FITを見据えた地域活性化の可能性——日本型DMOによる「マーケティング」と「観光品質の向上」に向けて

図2　日本型DMOの具体的活動イメージ

日本型DMOは、組織ありきではないマーケットを意識したビジネス活動体であり、
以下の4点が具体的な活動イメージである。

1.	 発地側および着地側双方のニーズを踏まえた市場創造
			（プロモーションや新たな観光旅行商品の造成など）。
2.	 観光旅行商品について、インターネットやビジネスマッチングの場などを活用しながら、
				自ら「B	to	B」および「B	to	C」市場で販売する。
3.	 地域内の公平性の意識を乗り越え地域全体のパイを広げることを主眼とし、
				メリハリを付け魅力ある観光資源を取り上げる。
4.	 地域の観光関連事業者の外国人観光客受け入れ環境整備をサポートし、観光品質の向上を促す。

（注１）Destination Management/Marketing 
Organizationの略語であり、本稿では、
Destination Management Organizationを
指すこととする。ＤＭＯは、いわば「観光ビジ
ネス活動体」であり、わが国においては、Ｄ
ＭＯよりＤＭＣ（Destination Management 
Company）という用語が利用されることのほ
うが一般的である。ＪＴＢグループはＤＭＣ
の定義について「地域の知恵、専門性、資源
を所有し、イベント、アクティビティー、輸送、
運送計画のデザイン、提案に特化したプロ
フェッショナルなサービスを提供する企業」と
しており、欧州におけるＤＭＯ（Destination 
Management Organization）と概ね同義で
使用されるケースが多い。

（注２）企業間における技術的水準が次第に同質的
となり、製品やサービスにおける本質的部分
での差別化が困難となり、どのブランドを取り
上げてみても顧客側からするとほとんど違い
を見出すことのできない状況のこと（恩蔵直
人著『コモディティ化市場のマーケティング論
理』より）。
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